
実施設計図面
  

Ｒ６徳土　徳島小松島港（津田地
区）　徳・津田本　物揚場修繕工事
（担い手確保型）
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取付部 重力式護岸 L=20.37m 標準部 矢板式物揚場(-1.5m)

津田東物揚場 計画延長

-2.0m西物揚場 (既設矢板 VIL型 L=14.50m)

点 名 X座標 Y座標

1H-NO.0 117269.292 99628.384

1H-IP.1 117319.618 99631.836

1H-IP.2 117333.913 99631.006

1H-EP 117347.041 99629.760

1H-NO.1 117289.245 99629.753

1H-NO.1+0.37 117289.614 99629.778

1H-NO.2 117309.198 99631.121

1H-NO.3 117329.158 99631.282

点 名 X座標 Y座標 Z座標 備 考

DL(直接水準)T-3 117347.435 99620.471 2.481

T-4 117284.998 99617.296 2.465 〃

EL ±0.00

取付部基礎工
基礎捨石(1～200kg)

L=12.11m

西
物

揚
場

上
部

工
撤

去
L
=
1
.
5
0
m

L=57.58m

L=77.95m

鋼矢板SP-50H H=12.0m N=67枚

鋼矢板施工 (圧入工法)

鋼矢板施工（バイブロ工法）

鋼矢板SP-50H H=12.0m

N=3枚

製氷施設基礎補修工

集水桝(600*600)
重圧管φ300 L=3.7m
フラップゲート(φ300用)
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排水工(場所打ち側溝) L=78.17m

エプロン舗装工 A=243.64m2

付帯工 係船環N=28基、防舷材N=27基、コーナー保護材L=57.58m

既設桟橋撤去工 床版(RC) 既設Co杭(φ300 L=10m推定) N=27本

既設Co杭

※ 平成26年度維持浚渫後のものであり、現状と異なる場合がある。
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計画平面図
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施工延長 L=63.0m

当初設計図面
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汚 濁 防止 膜 L = 1 0 0 m

R6徳土 徳島小松島港（津田地区）

徳島市津田本町1丁目地先

徳・津田本 物揚場修繕工事（担い手確保型）
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標準部 矢板式物揚場(-1.5m) L=57.58m取付部 重力式護岸 L=20.37m

鋼矢板SP-50H H=12.0m N=67枚
鋼矢板SP-50H H=12.0m

N=3枚

鋼矢板施工（バイブロ工法）

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

図面番号V=1:100
H=1:250

徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局 < 徳 島 >

縦断図

徳島小松島港(津田地区)

当初設計図面
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護岸設置高 D.L.±0.00

護岸天端高 D.L.+2.50

鋼矢板下端 -10.50

計画水深 D.L.-1.50

設計水深 D.L.-2.00

基礎捨石(1～200kg)

-1.50

-0.50

上部工下端 D.L.+0.50

鋼矢板天端高 D.L.+1.50

物揚場天端高 D.L.+2.50

-12.60

護岸設置高 D.L.+0.46

隣接施設すりつけ
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既設桟橋天端高

既設桟橋下端
既設船揚場(存置)

既設Co杭φ300 L=不明

※調査BorにてD.L.-1.0m付近に30cm程度のコンクリートを確認。
事前調査の上、計画水深まで床掘時に撤去すること。

2
0
0
0

現況海底面

-2.0m西物揚場 (既設矢板 VIL型 L=14.50m)

2
5
0
0

※調査Borでは既設桟橋前面の捨石が確認されなかった。
ただし、新規矢板打設に当たっては再度調査すること。

1000
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津田東物揚場 計画延長 L=77.95m

※既設杭Coの撤去および新設矢板の打設に当り、
既設桟橋の捨石マウンドも併せて撤去すること。

エプロン舗
3220

1号護岸 L=10.00m 2号護
L=3.15m

重
圧
管
φ
30
0
L=
3.
7m

フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
(φ

30
0用

)

(1
H-
NO
.0
+1
5.
32
付
近
)

製
氷
施
設
基
礎
補
修
工

NO
.3
+1
3.
76
付
近

3号護
L=4.00m

2000
（底面余掘）

1
H
-
E
P

(
N
o
.
3
+
1
7
.
9
5
)

1
H
-
N
O
.
1
+
0
.
3
71
H
-
N
O
.
0

計 画 高

2
.
4
8

2
.
5
0

2
.
5
0

2
.
5
0

2
.
5
0

2
.
5
0

2
.
5
0

1
H
-
N
O
.
0
+
1
5
.
3
2
付
近1
H
-
N
O
.
0
+
3
.
2
2

1
H
-
N
O
.
0
+
1
3
.
2
2

/

R6徳土 徳島小松島港（津田地区）

徳島市津田本町1丁目地先

徳・津田本 物揚場修繕工事（担い手確保型）



鋼矢板SP-50H型(SYW295)
L=12.00m

重防食被覆 L=1.55m
DL+0.55～-1.00

埋戻(単粒度砕石)

掘削
-既設捨石、土砂

1H-NO.3付近

DL=-10.000

沖積砂質土層(As)

沖積粘性土層1(Ac1)

沖積粘性土層2(Ac2)

岩盤(BR)

-1.35

-5.65

-12.65

-24.65

標準断面図(1)
S=1:100

L.W.L. D.L±0.00

H.W.L. D.L+1.80

既設法線

設計水深 ▽-2.00

+1.50

+2.50

+0.50

R.W.L. D.L+1.20

M.L.W.L. D.L.+0.45

+2.49+2.53

計画水深 ▽-1.50

1:0.5 電気防食

計画法線

構造物撤去工
-既設上部工
-既設Co杭φ300 L=不明

裏込材(軽量盛土材)
γt=12.8kN/m3 φ=33.4°相当

-10.50

(-2.0m)
津田西物揚場

吸出し防止シート(t=5mm)

+0.77(推定)

既設土留め壁

コンクリート舗装（t=20cm）

粒調砕石（t=20cm）

既設高すりつけ

場所打ち側溝

500程度

655 3200 500

4355

+1.00

0.00
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5.00

12.00
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31.00
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(R4)

D.L.
-0.6

5m

Dep.
=31.

00m

※Bor.
No.1

は投影位置

※1 矢板打設時の振動による既設構造物（存置する土留め壁）や背後施設
（-2.0m物揚場や製氷施設）の不安定化および近隣民家への影響が懸念
されることから、振動騒音がほとんど発生しない圧入工法を採用する。

※2 矢板施工時の圧入機の浸水を防ぐため、矢板天端を1.0m伸ばす。
矢板打設後は天端を1.0m切断する。

※3 裏込材の下端はDL+1.00mとし、これより浅くなることは不可とする。
※4 既設土留め壁にクラック等が生じている場合は適宜補修すること。
※5 矢板打設位置および背後の捨石厚を確認し、矢板打設に影響しない程度

に除去すること。
※6 吸出し防止シートは裏埋材周囲に設置するものとし、土留め壁上端まで

カバーすること。

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

図面番号S = 1 : 1 0 0

徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局 < 徳 島 >

標準断面図

徳島小松島港(津田地区)
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当初設計図面
R6徳土 徳島小松島港（津田地区）

徳島市津田本町1丁目地先

徳・津田本 物揚場修繕工事（担い手確保型）



S = 1 : 1 0 0

L.W.L. D.L±0.00

H.W.L. D.L+1.80

+2.50

2
5
0
0

±0.00

-1.50

1000

1:2
.0

数量表

名称-種別-細別

掘 削 土砂-捨石

単粒度砕石

1H-NO.0+15.00(1H-NO.1投影)

単位

m3

m3

m3

数量

4.21

---

1.41

裏込材 軽量盛土材 m3 3.24

埋戻し

コンクリート取壊し 鉄筋構造物 既設桟橋床版

吸出し防止シート t=5mm m2 5.89

基礎捨石 1～200kg m3 3.63

500 1250 1000

2750

1:2.0

計画法線

5
0
0

770 2855 500

4125

L.W.L. D.L±0.00

H.W.L. D.L+1.80

数量表

名称-種別-細別

掘 削 土砂-捨石

単粒度砕石

1H-NO.1

単位

m3

m3

m3

数量

6.96

2.60

1.41

裏込材 軽量盛土材 m3 2.07

埋戻し

コンクリート取壊し 鉄筋構造物 既設桟橋床版

吸出し防止シート t=5mm m2 4.39

基礎捨石 1～200kg m3 0.64

計画法線

770 2855 500

4125

+1.50

+2.50

+0.50

1:0.5

+1.00

-1.50

4130

4430

1:2.0

DL=-10.000

FH=2.500
GH=2.126

1H-NO.0+15.00

DL=-10.000

FH=2.500
GH=2.126

1H-NO.1

(1H-NO.1投影)

横断図(1)

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

図面番号S = 1 : 1 0 0

徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局 < 徳 島 >

横断図(1)

徳島小松島港(津田地区)

当初設計図面

4 13/

M.L.W.L. D.L.+0.45

M.L.W.L. D.L.+0.45

R6徳土 徳島小松島港（津田地区）

徳島市津田本町1丁目地先

徳・津田本 物揚場修繕工事（担い手確保型）



S = 1 : 1 0 0

L.W.L. D.L±0.00

H.W.L. D.L+1.80

計画法線

+1.50

+2.50

+0.50

鋼矢板SP-50H型(SYW295)
L=12.00m

-10.50

-1.50

数量表

名称-種別-細別

掘 削 土砂-捨石

単粒度砕石

1H-NO.1+0.37'

単位

m3

m3

m3

数量

6.96

2.60

1.23

裏込材 軽量盛土材 m3 2.13

埋戻し

コンクリート取壊し 鉄筋構造物 既設桟橋床版

吸出し防止シート t=5mm m2 4.44

基礎捨石 1～200kg m3 ---

665 2890 500

4055

+1.00

1:0.5

L.W.L. D.L±0.00

H.W.L. D.L+1.80
+1.50

+2.50

+0.50

鋼矢板SP-50H型(SYW295)
L=12.00m

-10.50

690 3000 500

4190

計画法線

-1.50

+1.00

数量表

名称-種別-細別

掘 削 土砂-捨石

単粒度砕石

1H-NO.2

単位

m3

m3

m3

数量

2.32

2.67

1.26

裏込材 軽量盛土材 m3 2.40

埋戻し

コンクリート取壊し 鉄筋構造物 既設桟橋床版

吸出し防止シート t=5mm m2 4.55

基礎捨石 1～200kg m3 ---

1:0.5

M.L.W.L. D.L.+0.45

M.L.W.L. D.L.+0.45

DL=-10.000

FH=2.500
GH=2.461

1H-NO.1+0.37'

自販

横断図(2)

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

図面番号S = 1 : 1 0 0

徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局 < 徳 島 >

横断図(2)

徳島小松島港(津田地区)

当初設計図面

5 13/

DL=-10.000

FH=2.500
GH=2.482

1H-NO.2

R6徳土 徳島小松島港（津田地区）

徳島市津田本町1丁目地先

徳・津田本 物揚場修繕工事（担い手確保型）



+1.00

S = 1 : 1 0 0

L.W.L. D.L±0.00

H.W.L. D.L+1.80

数量表

名称-種別-細別

掘 削 土砂-捨石

単粒度砕石

1H-NO.3

単位

m3

m3

m3

数量

4.80

2.56

2.56

裏込材 軽量盛土材 m3 2.49

埋戻し

コンクリート取壊し 鉄筋構造物 既設桟橋床版

吸出し防止シート t=5mm m2 4.78

基礎捨石 1～200kg m3 ---

-10.50

+1.50

+2.50

+0.50

-1.50

1:0.5

L.W.L. D.L±0.00

H.W.L. D.L+1.80

数量表

名称-種別-細別

掘 削 土砂-捨石

単粒度砕石

1H-EP(1H-NO.3+17.950)

単位

m3

m3

m3

数量

2.46

3.54

1.36

裏込材 軽量盛土材 m3 3.31

埋戻し

コンクリート取壊し 鉄筋構造物 既設桟橋床版

吸出し防止シート t=5mm m2 5.40

基礎捨石 1～200kg m3 ---

-10.50

-1.50

+1.50

+2.50

+0.50

600 2955 500

4055

+1.00

1:0.5

M.L.W.L. D.L.+0.45

M.L.W.L. D.L.+0.45

横断図(3)

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

図面番号S = 1 : 1 0 0

徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局 < 徳 島 >

横断図(3)

徳島小松島港(津田地区)

当初設計図面

6 13/

DL=-10.000

FH=2.500
GH=2.490

1H-NO.3

DL=-10.000

FH=2.500
GH=2.503

1H-EP(1H-NO.3+17.950)

As

R6徳土 徳島小松島港（津田地区）

徳島市津田本町1丁目地先

徳・津田本 物揚場修繕工事（担い手確保型）



鋼矢板配置図
S=1:100

矢板中心線

5
0
0

5
0
0

計画法線

平面図
S=1/100

900

鋼矢板SP-50H型 (SYW295)

1
H
-
N
O
.
0
+
1
5
.
3
2
付

近

1
H
-
N
O
.
3
+
1
8
.
4
5
付

近
70枚@900 = 63000

IP線形計算書

注 記
-新設矢板の配置は、西物揚場既設矢板の凹凸や打設位置が計画と異なる場合、

現状に合わせて再度見直すこと。

-2.0m西物揚場
(既設矢板 VIL型 L=14.50m)

900

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66

35 36 37 38

67 68 69 70

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

図面番号S = 1 : 1 0 0

徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局 < 徳 島 >

鋼矢板配置図

徳島小松島港(津田地区)

当初設計図面

7 13/

1H-IP.1

1H-IP.21
H
-
N
O
.
1

1
H
-
N
O
.
1
+
0
.
3
7

1
H
-
N
O
.
2

1
H
-
N
O
.
3

1
H
-
E
P

A部

B部

曲 線 表
IP IP間方向角 IA R TL SL CL IP間距離 X座標 Y座標

1H-NO.0 3-55-26.69 50.444 117269.2922 99628.3839
1H-IP.1 356-40-37.23 7-14-49.46 14.319 117319.6180 99631.8360
1H-IP.2 354-34-41.54 2-05-55.69 13.187 117333.9130 99631.0060
1H-EP 117347.0410 99629.7600

1H-IP.15
0
0

1H-IP.2

A部拡大図
S=1/30

B部拡大図
S=1/30

5
0
0

1
.
6
8
°

0
.
4
2
°

177.90°

1
.
8
2
°

3
.
9
3
°

3
.
9
3
°

1
.
4
9
°

1
.
6
8
°

0
.
4
2
°

矢板中心線

計画法線

172.75°

矢板中心線

計画法線

37 38 39
40

54
55

56
57

R6徳土 徳島小松島港（津田地区）

徳島市津田本町1丁目地先

徳・津田本 物揚場修繕工事（担い手確保型）



鋼矢板展開図

※ 矢板施工時の圧入機の浸水を防ぐため、矢板天端を1.0m伸ばす。矢板打設後は天端を1.0m切断する。
※ 初期圧入のための反力矢板3枚程度はバイブロ工法とする。
※ ハット型鋼矢板の重防食被覆は凸面に施す。
※ 重防食塗装の欠損部(鋼矢板天端断面,施工に伴う剥がれ、溶接部等)は現場にて防錆処理を行うこと。

S=1:100

鋼矢板SP-50H (圧入工法 継施工なし 25<Nmax) N=67枚

1H
-E

P
(N

O.
3+

17
.9

5)

1H
-N

O.
1+

0.
37

1H
-I

P.
1

1H
-I

P.
2

矢板長 施工時:13.0m 完成時:12.0m (1枚当たり質量 167kg/m)

1H
-N

O.
2

1H
-N

O.
3

L.W.L. D.L±0.00

H.W.L. D.L+1.80

1H
-N

O.
0+

16
.3

7付
近

打込み長9m以下 N=70

NO
.3

+1
8.

45
付

近

-2.0m西物揚場
(既設矢板 VIL型 L=14.50m)

1
0
0
0

完
成

時
矢

板
長

1
2
0
0
0

取付部巻き込み
約1029

1
5
0
0

5
0

重
防

食
被

覆
L
=
1
5
5
0

(バイブロ工法 継施工なし)
N=3枚

鋼矢板SP-50H

重防食被覆 (被覆幅W=1.33m、被覆長L=1.55m) N=70

NO
.3

+1
5.

75
付

近

施
工

時
矢

板
長

1
3
0
0
0

打
込

み
長

9
0
0
0

矢板幅
900

10＠3600=36000 7＠2700=18900

電位測定装置
50000

電位測定装置

陽極設置間隔 陽極設置間隔

1H
-N

O.
0+

15
.3

2付
近

5
0
0

電気防食工 陽極取付N=18個

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

図面番号S = 1 : 1 0 0

徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局 < 徳 島 >

鋼矢板展開図

徳島小松島港(津田地区)

R6徳土 徳島小松島港（津田地区）

徳島市津田本町1丁目地先

徳・津田本 物揚場修繕工事（担い手確保型）

当初設計図面

8 13/

鋼矢板天端高 D.L.+1.50

重防食下端高 D.L-1.00m

施工時鋼矢板天端高 D.L.+2.50

D.L-15.000

取付部重力式護岸
設置高 D.L±0.00

鋼矢板上部工下端 D.L.+0.50

(起点側) (終点側)

打設後切断

海底高 D.L.-1.50m

電気防食工
陽極

5

φ40

2
0

φ90

φ120

5
0

電位測定装置参考図 S=1:3

エポキシ樹脂充填

電位測定ターミナル
(SUS304)

φ16 丸鋼

鋼矢板天端

平 面 図

断 面 図

陽極取付要領図 S=1:10 鋼矢板切断長算定図 S=1:10

2
0
0
±

1
0

320±16

280±14

1785±89

1045±52

160

1
9
2
±

3

370±37 370±37

F.B-75*t16

(亜鉛めっき)
底面シール

1015

1075

L-200*90*t9*t14*310L

10 10

310

横付け設置

約 1397



L.W.L. D.L±0.00

H.W.L. D.L+1.80

横断図

鋼矢板SP-50H型(SYW295)
L=12.00m

-10.50

+2.50

+1.50

計画水深 ▽-1.50

西物揚場
既設矢板 VIL型 L=14.50m

1:0.5

既設上部工撤去
1485

(法線距離1500)

掘削
-既設捨石、土砂

+0.77(推定)
+0.50

+0.65

既設土留め壁

袋詰コンクリート

埋戻(単粒度砕石)

結合用鋼材(SS400) t=16mm

L=3.50m(D.L.+1.50～D.L.-2.00)
溶融亜鉛メッキ塗装（2種55HDZ55)

-2.00

M.L.W.L. D.L+0.45

500程度

+1.00

吸出し防止シート(t=5mm)

鋼矢板端部詳細図(終点側)

S=1:20

端部間詰工

平面図

標準部 矢板式物揚場(-1.5m)

鋼矢板SP-50H H=12.0m (新設)

鋼矢板SP-50H H=12.0m

西物揚場
既設矢板 VIL型 L=14.50m

900

注 記
-新設矢板の配置について、起工測量時に西物揚場既設矢板の凹凸や打設位置を確認し、

現計画と異なる場合は再度見直すこと。

上
部

工
撤

去
L
=
1
.
5
0
m

西
物

揚
場

5
0
0

計画法線

5
0
0鋼矢板中心線

結合用鋼材(SS400) t=16mm
L=3.50m(D.L.+1.50～D.L.-2.00)
溶融亜鉛メッキ塗装（2種55HDZ55)

袋詰コンクリート
V=0.74m2*0.65m=0.48m3

6
M.L.W.L以深
水中溶接

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

図面番号図 示

徳 島 県 東 部 県 土 整 備 局 < 徳 島 >

鋼矢板端部詳細図(終点側)

徳島小松島港(津田地区)

当初設計図面

9 13/

-0.27

2.51

2.50

-0.54

2.49

2.34

1
H
-
E
P

1H-EP(1H-NO.3+17.950)

S=1:50

鋼材寸法図
S=1:5

溶接部詳細図
S=1:5

注 記
-当鋼材は既設上部工取壊し後、既設矢板を確認し再度寸法を確認すること。

西物揚場
既設矢板 VIL型 L=14.50m

結合用鋼材

鋼矢板SP-50H H=12.0m

6
(
脚

長
)

6
(
脚
長
)

4(の
ど厚)

4(の
ど
厚
)

11
0.
5°

97
.9
°

24
9.
5°

26
2.
1°

2
2
5

160

8
6

結合用鋼材(SS400) t=16mm
中心距離 W=474mm

L=3.50m(D.L.+1.50～D.L.-2.00)
溶融亜鉛メッキ塗装（2種55HDZ55)

2
1
4

163

1
0
0

注 記
-溶接長はM.L.W.L+0.45mを境界に水上と水中に分ける。
水上：1.05m
水中：2.45m

R6徳土 徳島小松島港（津田地区）

徳島市津田本町1丁目地先

徳・津田本 物揚場修繕工事（担い手確保型）



取付部護岸詳細図

S=1:50

S=1:50 S=1:50

+2.50

+0.46

1
:
0
.
3

2
0
4
0

612 500

1112 コンクリート
(18-12-40-65%)

物置 休憩所

取付部 重力式護岸 L=20.37m

1
H
-
N
O
.
1
+
0
.
3
7

既設船揚場(存置)

1
H
-
N
O
.
0

L.W.L. D.L±0.00

H.W.L. D.L+1.80

M.L.W.L. D.L+0.45

1号護岸 10000 2号護岸 3150

標準部 矢板式物揚場(-1.5m)

1
H
-
N
O
.
0
+
1
3
.
2
2

2000
(底面余掘)

注 記

-既設桟橋撤去後、船揚場敷高を確認して1号護岸を施工すること。

-基礎捨石厚は50cm以上確保すること。

-既設基礎捨石厚が50cm以上確保できる場合は、目潰し等を行い流用してもよい。

展開図

計画水深-1.50

既設捨石

1
H
-
N
O
.
0
+
8
.
3
0
付

近

1
H
-
N
O
.
0
+
4
.
2
2
付

近

-
2
.
0
m
物

揚
場

法
線

-2.0m物揚場 鋼管矢板
φ700*9mm L=15.50m
(台帳引用)

-2.0物揚場上部工
(推定)

1
H
-
N
O
.
0
+
3
.
2
2

2
0
0

2
0
0

-2.0m物揚場上部工天端高

へすりつけ

ラップ長
1000

1000

1:
1.
5

注 記
現地盤が不明であるため、既設桟橋取壊し後
現地盤を確認し、裏埋材の数量を見直すこと。

2
5
0
0

2000
(底面余掘)

2
0
4
0

目
地

位
置

裏埋材

吸出し防止シート(t=5mm)

エプロン舗装 3220

+2.50

±0.00

1
:
0
.
3

2
5
0
0

750 500

1250 コンクリート
(18-12-40-65%)

1号護岸

2号護岸

陸閘ゲート

注 記

-1号護岸敷高は、船揚場敷高に合わせること。
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鋼矢板SP-50H型(SYW295)
L=12.00m
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1
H
-
N
O
.
0
+
1
5
.
3
2
付

近

EL ±0.00
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取付部 重力式護岸 L=20.37m

鋼矢板SP-50H H=12.0m (新設)
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標準部 矢板式物揚場(-1.5m)m

平面図 構造図
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3号護岸 4000
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コンクリートカッター切断線

取付ボルト-ナット

補修基礎

注1）製氷施設基礎のうち1箇所はコンクリート舗装撤去部にかかるため、現況基礎に影響しない範囲でコンクリート舗装を撤去する。

注2）現況基礎はクラックが貫通しているため、基礎の全周にt=10cmの増しコンクリートを打設し補強する。
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撤去工平面図
S=1:200

既設Co杭
(φ300 L=不明)

既設防舷材(ゴム製) 130H 1000L

係船環φ28(SUS304)
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0
0

既設Co杭撤去(φ300 L=不明) ケーシングジェット工法(WJ併用) N=27本

N=19基

N=39基

既設Co杭間隔
2.96m

A=317.89
m2

新設矢板

既設矢板

既設桟橋床版
(RC,t=25cm)

既設桟橋床版撤去(RC,t=25cm)

休憩所撤去 N=1棟

物置撤去 N=1棟

製氷施設基礎の撤去要領は、
「製氷施設基礎補修詳細図」参照
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既設Co製車止め

注 記

-既設Co杭の引抜は、杭周辺の捨石を撤去後に行うこと。

-撤去構造物は台船による海上運搬を基本とし、末広岸壁への陸揚げを想定する。

ただし、小規模なものについては陸上運搬とする。

-西物揚場の防舷材および係船環は既設同等品で復旧すること。
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名 称 数 量

係船環φ28
(SUS304) 19+1=20基

既設係船環数量表

重 量 (参考値)

20基*8.8kg/基=176kg

28 100 28
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既設防舷材(ゴム製) 130H 1000L

名 称 数 量

130H 1000L 39+1=40基

既設防舷材算定表

重 量 (参考値)

40基*56kg/基=2240kg
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名 称 算 式

H200*135 L=0.60m 0.20*0.135*0.60*8基

既設Co製車止め算定表
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汚濁防止フェンス計画図

※ 汚濁防止フェンスのカーテン長は、汚濁防止膜の技術基準より干潮時水深の1/2～4/5程度とする。
∴LWL時水深1.5*1/2～4/5より中央値のL=0.98m→1.0mにて計画する。

汚濁防止フェンス係留詳細図
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汚濁防止フェンス取付部詳細図
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津田東物揚場 計画延長 L=77.95m

汚濁防止フェンス設置-撤去 単独フロートφ300/カーテン♯300 カーテン長H=1m L=100m

汚濁防止フェンス L=100m

5
m
程

度

＜施工最大機械＞
50t吊りクレーン付き台船
県内在港
喫水 0.85m
積載質量 500t

汚濁防止フェンス
単独フロートφ300/カーテン♯300 H=1m

M-16アンカーボルト
アイボルト

L.W.L D.L+0.00

M-16アイボルト

係留ロープ

M-16アンカーボルト
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